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 この規格についての意見又は質問は，上記原案作成者又は経済産業省産業技術環境局 国際標準課（〒100-8901 東京
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 なお，日本工業規格は，工業標準化法第 15 条の規定によって，少なくとも 5 年を経過する日までに日本工業標準調査

会の審議に付され，速やかに，確認，改正又は廃止されます。 
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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，研削砥石工業会

（JGWA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべき

との申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。これ

によって，JIS R 6240:2008 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 R 6240：2018 
 

といし－試験方法 

Bonded abrasive products-Testing methods 

 

序文 

この規格は，1968 年に制定され，その後 8 回の改正を経て今日に至っている。前回の改正は 2008 年に

行われたが，その後の技術的進歩に対応するために改正した。 

なお，対応国際規格は現時点で制定されていない。 

 

1 適用範囲 

この規格は，といしの寸法，結合度，と粒率及び安全度の試験方法について規定する。ただし，ダイヤ

モンド／CBN 工具を除く。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 4652 手動式トルクツールの要求事項及び試験方法 

JIS B 7420 限界プレーンゲージ 

JIS B 7502 マイクロメータ 

JIS B 7503 ダイヤルゲージ 

JIS B 7507 ノギス 

JIS K 8180 塩酸（試薬） 

JIS K 8819 ふっ化水素酸（試薬） 

JIS R 6211-5 といし－寸法－第 5 部：立軸平面研削用及び対向二軸平面研削用研削といし 

JIS R 6211-7 といし－寸法－第 7 部：卓上及び床上グラインダにおける一般用研削といし 

JIS R 6211-13 といし－寸法－第 13 部：バーチカルグラインダにおけるばり取り用研削といし 

JIS R 6241 といし－研削といしの最高使用周速度 

JIS R 6242 といし－一般的要求事項 

JIS Z 2241 金属材料引張試験方法 

JIS Z 2245 ロックウェル硬さ試験－試験方法 

JIS Z 8401 数値の丸め方 

 

3 試験項目 

試験の項目は，次による。 

a) 寸法 


